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事　業　名 内　　　容 問い合わせ先

感染予防衛生環境整備事業

総合福祉会館、公民館、アフタースクール、文
化会館など社会教育施設、児童館、市民総合
体育館など市民の皆さまがよく利用される施設
の衛生環境改善として、トイレの洋式化、手洗
い自動水栓化などを行う。

社会福祉課　　　☎４３・６８０９　FAX４５・３３９６
中央公民館　　　☎４３・７４５０　FAX４３・８４４０
生涯学習課　　　☎４３・６８５８　FAX４３・６８９５
子育て支援課　　☎４３・６８０８　FAX４５・３３９６
スポーツ推進課　☎４３・６８６９　FAX４３・６８９５

特定教育・保育施設
給付事業

私立保育所・認可外保育所へ保健衛生用品購
入費の補助を行う。

こども育成課　☎４３・７０６５　FAX４３・６８９５

LINE メッセージ
配信システムの導入

窓口での接触機会の低減のため、市公式 LINE
にメッセージ配信システムを導入する。

秘書広報課　☎４３・６８７３　FAX４３・６８９２

情報教育推進事業
GIGA スクール構想に係る教育情報ネットワー
ク機器の整備およびパソコン端末の整備を行う。

教育委員会総務課　☎４３・６８５７　FAX４３・６８９５

スクール・サポート・
スタッフ配置事業

児童生徒の登校時の検温などの健康管理や教
室内の消毒など、感染症対策のための業務をサ
ポートする人員を配置する。 学校教育課　☎４３・６８６０　FAX４３・６８９５

修学旅行感染症対策事業 修学旅行のキャンセル料などの補助を行う。

　新型コロナウイルス感染症対策として、９月市議会では次のような事業が可決されました。

　このほかにも、保育所・幼稚園・児童館・図書館などに空気清浄機・マスク・消毒液などの保健衛生用品を、

指定避難所には折り畳み式テント型間仕切り・折り畳みベッドを整備するなど、引き続き感染症対策事業に取

り組みます。

　地域の乗りものとして、コミュニティバスを市内５ルートで運行しています。

　スーパー・病院・公共施設など、生活に欠かすことのできない場所への移動

●問い合わせ先

▷運賃、運行時刻、車内での忘れ物について

　㈱ウエスト神姫赤穂営業所

　☎４３・３３２５

▷市内循環バス『ゆらのすけ』全般について

　企画政策課

　☎４３・６８６７　FAX４３・６８２２

快適に利用を！！市内循環バス『ゆらのすけ』

運行ルート 経由地 運行日

南北ルート A 有年東部～千種経由～市街地 月・水・金

南北ルート B 有年西部～高雄経由～市街地 火・木・土

東西ルート 福浦～城西経由～市街地 月・水・金

高野ルート 高野～市街地 月・水・金

みどり団地ルート みどり団地～市街地 月・水・金

【運休日】日曜日、年末年始（12 月 29 日～１月３日）

●料金

　１回の乗車につき１００円

　（小学生未満無料）

※『ゆらのすけ』では右の交通

　 系 IC カードが利用できます。

　 タッチするだけで、カンタ

ン、便利！

手段として、普段は利用されない人も一度利用してみてはいかがでしょうか。

※新型コロナウイルス感染症対策のため、運転手のマスク着用や車内の換気・清掃・消毒を行っています。

NicoPa

（ニコパ）

PiTaPa
（ピタパ）

ICOCA
（イコカ）

Kitaca
（キタカ）

PASMO
（パスモ）

Suica
（スイカ）

NicoPa
（二コパ）

manaca
（マナカ）

TOICA
（トイカ）

はやかけん nimoca
（ニモカ）

SUGOCA
（スゴカ）

みんなで乗って、みんなで支える　『ゆらのすけ』

《利用可能な IC カード》
●運行ルートなど

新型コロナウイルス対策支援事業第１１７回赤穂義士祭について

　令和２年 12 月 14 日（月）に開催を予定しており

ました「第１１７回赤穂義士祭」につきましては、い

ろいろと検討を重ねましたが、新型コロナウイルス

感染症の収束が見通せない状況にあることから、令

和２年度は赤穂義士祭忠臣蔵パレード、および会場

行事などについては中止といたします。なお、義士

追慕の祭典および法要については、大石神社、花岳

寺において実施されることとなります。

　今年度は例年と異なる状況となりますが、今後と

も当会事業へのご理解ご協力のほど、よろしくお願

いします。

赤穂義士祭奉賛会　会長（赤穂市長）牟礼　正稔

赤穂義士娘の募集について

　例年赤穂義士祭忠臣蔵パレード出演のほか、観光

行事や公的行事などにおいて赤穂を PR するため、

「赤穂義士娘」を募集しておりましたが、今年度は新

型コロナウイルス感染症の収束が見通せないことか

ら、募集を中止します。

　ご応募を検討されていた皆さま、関係者には大変

申し訳ございませんが、何卒ご理解のほど、よろし

くお願いします。

赤穂義士祭奉賛会事務局　

一般社団法人赤穂観光協会

事　　業　　所 取り扱い予定品目（変更になる場合があります）

赤穂精華園やまびこ寮
※ほのか工房は赤穂精華園やまびこ寮と統合しました。

季節の花苗、野菜苗、寄せ植え、漬物、お菓子

フロンティア 手作りラスク、忠臣蔵どくだみパウダー、忠臣蔵どくだみパウダー霊芝入、
丸ごと霊芝茶、備前焼（小物）

みのり大地 クッキー、かりんとう、マスク

わかば園 野菜、さきいか、アクセサリー、缶バッジ、点字封筒

ワーキング西播磨作業所 さをり織製品、焼き菓子

げんぶ 菓子パン、パウンドケーキ

はくほう 日替わり弁当、から揚げなど総菜

ピアサポート兵庫 アロマキャンドル、メダカ、雑貨

日程 担当事業所

10/14（水） わかば園

10/21（水）
ワーキング

西播磨作業所

10/28（水） げんぶ

11/ ４（水） はくほう

11/11（水） ピアサポート兵庫

11/18（水）
赤穂精華園
やまびこ寮

11/25（水） フロンティア

12/ ２（水） みのり大地

日程 担当事業所

２/10（水） わかば園

２/17（水）
ワーキング

西播磨作業所

２/24（水） げんぶ

３/ ３（水） はくほう

３/10（水） ピアサポート兵庫

３/17（水）
赤穂精華園
やまびこ寮

３/24（水） みのり大地

３/31（水） わかば園

　障がい者への理解を深め、障がいのある人の自立促進・社会参加のため、障害者就労施設による「ロビー販売」

を市役所１階エントランスホールで実施しています。多くの市民の皆さまにご来場いただき、障がいのある人

の就労への支援をお願いします。

●実施日　毎週水曜日　午前 11 時 30 分～午後 1 時 30 分

●事業所および取り扱い予定品目

●10月～令和３年３月の実施予定 ※行事などの都合でエントランスホールが使用できない場合中止することがあります。

障害者就労施設「ロビー販売」好評実施中！

日程 担当事業所

12/ ９（水） わかば園

12/16（水）
ワーキング

西播磨作業所

12/23（水） 赤穂精華園
やまびこ寮

１/ ６（水） はくほう

１/13（水） ピアサポート兵庫

１/20（水） げんぶ

１/27（水） フロンティア

２/ ３（水） みのり大地

●場所　市役所１階エントランスホール

●問い合わせ先　赤穂義士祭奉賛会事務局（観光課）

☎４３・６８３９　FAX４６・３４００

●問い合わせ先　社会福祉課障がい福祉係　☎４３・６８３３　FAX４５・３３９６
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●幼稚園問い合わせ先

保育所名 日　　時 場　　所 問い合わせ先

尾 崎 保 育 所 11/16（月）午前9時～午後2時 総合福祉会館集会室 ☎ / ＦＡＸ42・2297

赤 穂 保 育 所 11/19（木）午前9時～午後2時 総合福祉会館集会室 ☎ / ＦＡＸ42・3368

塩 屋 保 育 所 11/20（金）午前9時～午後2時 塩屋公民館多目的ホール ☎ / ＦＡＸ42・0323

有 年 保 育 所 11/24（火）午前9時～正午 有年公民館研修室 ☎ / ＦＡＸ49・2297

坂 越 保 育 所 11/25（水）午前9時～午後2時 坂越公民館大会議室 ☎ / ＦＡＸ48・8458

御 崎 保 育 所 11/27（金）午前9時～午後2時 総合福祉会館集会室 ☎ / ＦＡＸ42・3338

あおぞら保育園 11/30（月）午前9時～午後2時 総合福祉会館集会室 ☎45・0739　ＦＡＸ56・5075

●保育所入所面接受付日程と問い合わせ先

ＪＲ赤穂線の昼間時間帯集中工事に伴う運休について

●実施期間　10 月 19 日（月）～21 日（水）の３日間

●運休区間　播州赤穂駅～備前片上駅

●運休列車　▷下り（播州赤穂駅→備前片上駅）播州赤穂駅　９：05 発～15：36 発までの８本

　　　　　　▷上り（備前片上駅→播州赤穂駅）備前片上駅　８：12 発～14：39 発までの８本

●代行輸送　運休区間においてバスによる代行輸送を実施します。

※代行バスの時刻は、駅またはＪＲ西日本のホームページでご確認ください。

●問い合わせ先　ＪＲ西日本お客様センター　営業時間（午前６時～午後 11 時）

　☎０５７０・００・２４８６
ＪＲおでかけネット

QR コード

　

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の

来
年
度
入
園
、
入
所
の
申
し
込
み
が
始
ま

り
ま
す
。
教
育
・
保
育
施
設
の
利
用
に
必

要
な
支
給
認
定
申
請
と
一
緒
に
各
施
設
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
入
園
資
格

▽ 

５
歳
児　

平
成
27
年
４
月
２
日
～

平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽ 

４
歳
児　

平
成
28
年
４
月
２
日
～

平
成
29
年
４
月
１
日
生
ま
れ

●
就
園
区
域　

小
学
校
区
に
準
ず
る

●
願
書
な
ど
の
配
布　

各
幼
稚
園
で
配
布

●
受
付
場
所　

各
幼
稚
園

●
受
付
日
時　

10
月
20
日（
火
）・
21
日（
水
）

午
後
２
時
10
分
～
５
時

※ 

就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で
き

な
い
場
合
は
、
預
か
り
保
育
を
利
用
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

赤
穂
あ
け
ぼ
の
幼
稚
園
で
は
、
１
歳
６

カ
月
を
経
過
し
た
翌
月
か
ら
の
保
育
が
必

要
な
児
童
、
満
３
歳
以
上
の
教
育
を
希
望

す
る
児
童
の
入
園
を
募
集
し
ま
す
。
保
育

が
必
要
な
児
童
は
、
保
育
所
利
用
希
望
者

と
合
わ
せ
て
利
用
調
整
を
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
こ
ど
も
育
成
課
ま
た
は
赤

穂
あ
け
ぼ
の
幼
稚
園
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

赤
穂
あ
け
ぼ
の
幼
稚
園☎

42
・
２
４
９
７

　

市
外
の
保
育
所
や
幼
稚
園
、
認

定
こ
ど
も
園
を
利
用
す
る
場
合

も
、
赤
穂
市
で
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
認
可
外
保
育
所
や
事
業
所

内
託
児
所
利
用
は
、
各
施
設
に
直

接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

幼
児
の
年
齢
や
保
育
が
必
要
な
事
由
、

保
育
の
必
要
量
に
よ
っ
て
、
１
～
３
号
ま

で
の
認
定
を
受
け
、
そ
の
区
分
に
よ
っ
て

利
用
で
き
る
施
設
が
決
ま
り
ま
す
。

幼 稚 園 名 電話・FAX
赤 穂 幼 稚 園 ４２・２６１５
城 西 幼 稚 園 ４２・０５３１
塩 屋 幼 稚 園 ４２・０２１３
赤 穂 西 幼 稚 園 ４５・１００６
尾 崎 幼 稚 園 ４２・５２９２
御 崎 幼 稚 園 ４５・１０５５
坂 越 幼 稚 園 ４８・８１２４

高 雄 幼 稚 園 ４８・７１８５

有 年 幼 稚 園 ４９・３５３７

原 幼 稚 園 ４９・３５３８

※受付場所は保育所ではありません。ご注意ください。

●
入
所
要
件

　

保
育
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
定
さ
れ

た
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童
。

※ 

公
立
保
育
所
は
生
後
６
カ
月
を
経
過
し

た
翌
月
か
ら
、
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
は
生

後
３
カ
月
を
経
過
し
た
翌
月
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
入
所
可
能
で
す
。

●
申
込
用
紙
な
ど
の
配
布

　

各
保
育
所
：

　

10
月
12
日（
月
）～
17
日（
土
）正
午

　

こ
ど
も
育
成
課
：
10
月
20
日（
火
）～

●
申
請
書
類
送
付

　

 

11
月
10
日（
火
）ま
で
に
こ
ど
も
育
成
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
可（
締
切
日
当
日
の
消
印
有
効
）

●
提
出
先

　

〒
６
７
８
‐
０
２
９
２（
住
所
不
要
）

　

こ
ど
も
育
成
課

●
面
接
受
付

　

 

下
記
の
各
会
場
に
お
い
て
実
施
し
ま

す
。
書
類
受
取
時
に
指
定
し
た
時
間
に

児
童
同
伴
で
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
決
定

　

令
和
３
年
２
月
上
旬（
予
定
）

※ 
定
員
の
都
合
上
、
保
育
所
お
よ
び
認
定

こ
ど
も
園
の
保
育
所
機
能
部
分
を
合
せ

て
利
用
調
整（
入
所
の
調
整
）を
行
い
ま

す
。
希
望
の
保
育
所
な
ど
に
入
所
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

令
和
３
年
度
中
に
育
児（
産
後
）休
暇
明

け
に
よ
り
職
場
復
帰
す
る
人
や
、妊
娠
・

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園

保
育
所

保
育
の
必
要
性
の
認
定

市
外
の
施
設
、
認
可
外

保
育
施
設
等
に
つ
い
て

対象 利用先施設

１号
認定

お子さんが満３歳以上で教育を
希望する場合

幼稚園・
認定こども園

２号
認定

お子さんが満３歳以上で「保育が
必要な事由」に該当し、保育所等
での保育を希望する場合

保育所・
認定こども園

３号
認定

お子さんが満３歳未満で「保育の
必要な事由」に該当し、保育所等
での保育を希望する場合

保育所・
認定こども園

● 

入
園
資
格　

平
成
29
年
4
月
2
日
～
平

成
30
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
令
和
3

年
4
月
1
日
時
点
で
市
内
に
住
民
登
録

が
あ
る
幼
児

●
募
集
人
数

▽
赤
穂
幼
稚
園　

50
名
（
２
ク
ラ
ス
）

　

 

う
ち
通
常
利
用
枠
30
名
、
預
か
り
保
育

利
用
枠
20
名

▽
塩
屋
幼
稚
園　

50
名
（
２
ク
ラ
ス
）

　

 

う
ち
通
常
利
用
枠
30
名
、
預
か
り
保
育

利
用
枠
20
名

▽
尾
崎
幼
稚
園　

50
名
（
２
ク
ラ
ス
）

　

 

う
ち
通
常
利
用
枠
30
名
、
預
か
り
保
育

利
用
枠
20
名

※ 

い
ず
れ
か
１
園
の
み
の
応
募
と
し
ま

す
。
次
年
度
、
４
歳
児
保
育
を
受
け
る

場
合
、
住
所
地
の
小
学
校
区
の
幼
稚
園

に
転
園
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

応
募
多
数
の
場
合
、
通
常
利
用
枠
は
抽

選
に
よ
り
、
ま
た
預
か
り
保
育
利
用
枠

は
保
育
の
必
要
性
に
基
づ
く
優
先
順
に

よ
り
入
園
者
を
決
定
し
ま
す
。

※ 

預
か
り
保
育
利
用
枠
に
は
条
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
、
こ
ど
も

育
成
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

預
か
り
保
育
利
用
枠
は
、
保
育
所
と
一

括
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

令
和
３
年
度

幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
利
用
申
込
み
の
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会　

こ
ど
も
育
成
課

☎
43
・
７
０
６
５　

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
５

市
立
幼
稚
園
３
歳
児
保
育
（
試
行
）
園
児
募
集
の
お
知
ら
せ

３
歳
児
保
育
の
入
園
が
内
定
し
た
と
き

は
、
入
園
辞
退
し
た
場
合
を
除
き
、
保

育
所
の
申
し
込
み
を
辞
退
し
た
も
の
と

し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

● 

応
募
用
紙　

各
幼
稚
園
、
こ
ど
も
育
成

課
で
10
月
12
日（
月
）よ
り
配
布

※ 

預
か
り
保
育
利
用
枠
は
就
労
証
明
書
な

ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
募
集
期
間

　

10
月
12
日（
月
）～
23
日（
金
）

※ 

郵
送
可（
締
切
日
当
日
の
消
印
有
効
）

　

●
提
出
先

　

 

〒
６
７
８
‐
０
２
９
２（（
住
所
不
要
）

　

こ
ど
も
育
成
課

～
預
か
り
保
育
（
通
年
）
を
開
始
し
ま
す
～

●保育の必要性の認定区分と利用先施設

幼稚園

保育所

幼稚園
３歳児保育

出
産
に
よ
る
利
用
な
ど
、
年
度
途
中
か

ら
入
所
予
定
の
人
も
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

幼稚園・
保育所HP
QR コード

ＪＲ西日本からのお知らせ
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赤穂市（事前に予約が必要）

医療機関名 電　話

赤穂市民病院 ４ ３・ ３ ２ ２ ２

赤穂市民病院福浦診療所 ４ ３・ ０ ４ ０ ０

赤穂市民病院高雄診療所 ４ ８・ ０ ９ ９ ５

赤穂市民病院有年診療所 ４ ９・ ３ ７ ０ ３

赤穂中央病院 ４ ５・ １ １ １ １

赤穂はくほう会病院 ４ ５・ １ １ １ １

イオン診療所 ４ ６・ ４ ６ ６ ６

岩谷内科 ４ ５・ ２ ８ ８ ８

おばた内科・糖尿病クリニック ５ ５・ ９ ５ ９ ６

梶原外科 ４ ２・ ９ ９ ３ ４

きっかわ整形外科 ４ ３・ １ ８ １ １

きむクリニック ４ ５・ ７ ３ ５ ５

くぼかわ医院 ４ ２・ ２ １ ４ ０

黒田医院 ４ ３・ ５ ２ １ ０

澤田医院 ４ ８・ ８ １ ４ ９

シオヤ外科胃腸科医院 ４ ３・ ４ ７ １ ２

杉口整形外科 ４ ５・ １ ４ ５ １

せの内科クリニック ５ ６・ ５ １ １ ５

たけもとクリニック ５ ６・ ５ ０ １ ２

田淵医院 ４ ３・ ４ １ １ ４

てんわかかりつけ医院 ４ ３・ ７ ４ １ １

中村内科医院 ４ ６・ ０ ０ １ ２

福田産婦人科麻酔科 ４ ３・ ５ ３ ５ ７

藤野内科クリニック ４ ２・ １ ０ ７ ７

堀クリニック ４ ３・ ６ ０ ６ ６

正木医院 ４ ５・ ３ ５ ５ ５

松本クリニック ４ ２・ ０ ０ ３ ６

三木内科 ４ ２・ １ ７ ７ １

宮崎クリニック ４ ３・ ４ ８ ７ ７

山中クリニック ４ ２・ ５ ５ ５ ６

渡辺内科小児科医院 ４ ２・ ３ ８ ８ ４

上郡町（予約不要）

医療機関名 電　話

大岩診療所 ５ ２・ ５ ０ ０ ０

岡田整形外科 ５ ２・ ５ ６ ０ ０

黒田内科クリニック ５ ２・ ０ ２ ３ ５

河原クリニック ５ ７・ ２ １ ６ ７

高嶺診療所 ５ ２・ ６ ３ ６ ９

半田産婦人科医院 ５ ２・ １ ０ ０ ０

三浦医院 ５ ２・ ０ ０ ４ ５

苔縄医院 ５ ２・ ５ ６ １ １

●高齢者インフルエンザ　予防接種実施医療機関（表１）
※ワクチン等の都合により、接種できない場合があります。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
の
流
行
期
に
備
え

て
、
日
頃
か
ら
感
染
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
「
密
閉
」
・
「
密
集
」
・
「
密
接
」
し
な
い

　

 「
ゼ
ロ
密
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
屋
外
で
も
、
密
集
・

密
接
に
は
、
要
注
意
。

▽ 

予
防
接
種
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
）
を
受
け
る

　

 

予
防
接
種
を
受
け
る
と
、
発
症
し
た
場
合
の
重
症
化
予

防
に
有
効
で
す
。

▽
手
洗
い

　

 

流
水
・
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
は
、
手
指
な
ど
体
に
つ

い
た
ウ
イ
ル
ス
を
物
理
的
に
除
去
す
る
の
に
有
効
な
方

法
で
す
。

▽
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

 

感
染
症
を
他
者
に
移
さ
な
い
た
め
に
、
咳
・
く
し
ゃ
み

を
す
る
際
、
マ
ス
ク
・
ハ
ン
カ
チ
、
袖
、
肘
の
内
側
な

ど
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

▽
適
度
な
湿
度
（
50
～
60
％
）
を
保
持
し
ま
し
ょ
う

▽ 

十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
摂
取

　

 

抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
、
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
栄
養
摂
取
を
日
頃
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る

　

 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
は
、
不
要
不
急
の
外
出

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

　

 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
生
後
6
カ

月
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

●
助
成
方
法

　

 

対
象
者
に
は
、
個
別
に
案
内
と
助

成
券
を
郵
送
し
ま
す
。助
成
金
額
、

接
種
方
法
な
ど
は
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該

当
す
る
人

①
65
歳
以
上（
※
）の
人

② 

60
歳
以
上
65
歳
未
満（
※
）の
人
で
、
心
臓
、
腎
臓
ま
た
は

呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
、
お
よ
び
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

※
年
齢
は
接
種
日
の
年
齢
で
す
。

●
接
種
期
間

　

 

10
月
1
日（
木
）～
令
和
３
年
1
月
31
日（
日
）で
医
療
機

関
が
指
定
す
る
日

※ 

か
か
り
つ
け
医
に
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
接
種
方
法

▽ 

市
内
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す
る
人

　

＝ 

実
施
医
療
機
関
へ
電
話
予
約
の
う
え
、
接
種

▽ 

表
１
掲
載
の
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す
る
人

　

＝
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽ 

表
１
以
外
の
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す
る
人

　

＝ 

接
種
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
市
外
医
療
機
関
へ
の
接
種
依

頼
書
が
必
要
で
す
。）

●
自
己
負
担

　

１
，５
０
０
円（
接
種
時
に
医
療
機
関
に
支
払
い
）

※ 

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
社
会
福
祉
課
保
護

支
援
係
で
交
付
さ
れ
た
受
給
証
明
書
を
医
療
機
関
へ
提

出
す
れ
ば
、
接
種
費
用
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

●
持
参
物

▽
健
康
保
険
被
保
険
者
証

▽ 

身
体
障
害
者
手
帳（
②
に
該
当
す
る
人
）

▽ 

受
給
証
明
書（
生
活
保
護
受
給
者
）

相生市（事前に予約が必要）

医療機関名 電　話

魚橋病院 ２ ８・ １ ３ ９ ５

相生市民病院 ２ ２・ ７ １ ２ ６

半田中央病院 ２ ２・ ０ ６ ５ ６

ＩＨＩ播磨病院 ２ ２・ ０ ３ ８ ０

尾崎内科クリニック ２ ４・ ７ ０ ７ ０

みどりクリニック ５ ６・ ６ ３ ３ ０

きょう整形外科 ２ ２・ ７ ０ ０ ０

栗尾整形外科 ２ ３・ ６ ６ ６ ６

中林内科医院 ２ ３・ ５ ０ ０ ３

はぎの内科クリニック ２ ４・ ３ ３ ３ ３

半田クリニック ２ ２・ ０ ０ ６ ８

ノア整形外科クリニック ５ ６・ ５ ７ ０ ０

備前市および和気町
（予約の有無については各病院などにご確認ください）

医療機関名 電　話

武田整形外科 ０８６９・６４・１２２１

木村内科 ０８６９・６４・３４９７

備前市立備前病院 ０８６９・６４・３３８５

大ケ池診療所 ０８６９・６４・４６４８

木村医院 ０８６９・６４・２２７７

草加病院 ０８６９・６４・３８１１

浦上医院 ０８６９・６７・０３０２

下野内科外科 ０８６９・６７・２３３５

備前市立日生病院 ０８６９・７２・１１１１

萩原医院 ０８６９・７４・０００７

吉本医院 ０８６９・６２・１１２２

備前市立吉永病院 ０８６９・８４・２１２０

たかばクリニック ０８６９・８４・２０１７

平病院 ０８６９・９３・１１５５

北川病院 ０８６９・９３・１１４１

小谷医院 ０８６９・９３・０５５５

渋籐医院 ０８６９・８８・００２３

●
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
46
・
８
７
０
１

　

ＦＡＡ
46
・
８
７
０
５

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

日
頃
か
ら
の

感
染
予
防
が
重
要
で
す
！

● 

申
込
方
法

　

 

希
望
会
場
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
を
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

● 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

西
播
磨
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
１
・
72
・
７
２
９
４

Ｆ
Ａ
Ａ
０
７
９１・
72
・
７
２
２
４

メ
ー
ル
：sa

n
sa

n
@

siriu
s.o

cn
.n

e
.jp

●
開
催
日
・
会
場

①
宍
粟
市
会
場

　

 

10
月
26
日（
月
）

　

宍
粟
市
防
災
セ
ン
タ
ー
５
階
ホ
ー
ル

②
相
生
市
会
場

　

 

11
月
13
日（
金
）

　

相
生
市
立
総
合
福
祉
会
館
４
階
ホ
ー
ル

※
両
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

● 

講
演
会
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

● 

定
員　

各
会
場
先
着
30
人（
要
申
し
込
み
）

●
参
加
費　

無
料

● 

演
題　
「
家
族
信
託
と
成
年
後
見
」

●
講
師　

司
法
書
士　

梅
谷　

正
太
氏

●
個
別
相
談
会
時
間

　

講
演
会
終
了
後
～
午
後
４
時

●
相
談
員

　

 

宍
粟
市
会
場
：
社
会
福
祉
士

　

相
生
市
会
場
：
司
法
書
士

●
定
員　

各
会
場
２
～
３
人（
要
事
前
予
約
）

●
相
談
料　

無
料

　

成
年
後
見
制
度
の
理
解
と
周
知
の
た
め
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
、
専
門
職
に
よ
る
個
別

相
談
会（
要
事
前
予
約
）を
実
施
し
ま
す
。
成
年

後
見
制
度
や
く
ら
し
の
相
談
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

成
年
後
見
制
度

普
及
啓
発
講
演
会

　

西
播
磨
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
相
生
・
赤

穂
・
宍
粟
・
た
つ
の
市
、

太
子
・
上
郡
・
佐
用
町
の

西
播
磨
４
市
３
町
か
ら
委

託
を
受
け
、
た
つ
の
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し

て
い
ま
す
。
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区分 H30 R1
増減

（R1-H30) 増減率

直

営

収

集

燃やすごみ 8,971 9,113 142 1.6
燃やさないごみ 427 406 △21 △4.9
粗大ごみ 648 659 11 1.7
缶・びん 333 312 △21 △6.3
ダンボール・紙パック 62 62 0 0.0
その他紙製容器包装 114 112 △2 △1.8
その他プラスチック製容器包装 237 232 △5 △2.1
ペットボトル 98 98 0 0.0

計 10,890 10,994 104 1.0

直

接

搬

入

燃やすごみ 5,095 5.114 19 0.4
燃やさないごみ 164 145 △19 △11.6
粗大ごみ 248 234 △14 △5.6
缶・びん 128 111 △17 △13.3
ダンボール・紙パック 6 23 17 283.3
その他紙製容器包装 3 3 0 0.0
その他プラスチック製容器包装 6 6 0 0.0
ペットボトル 3 3 0 0.0
環境ごみ 537 299 △238 △44.3

計 6,190 5,938 △252 △4.1
合計 17,080 16,932 △148 △0.9

区分 H30 R1 増減 増減率

集

団

回

収

新聞 566 503 △63 △11.1
雑誌 225 214 △11 △4.9
ダンボール 205 193 △12 △5.9
牛乳パック 14 12 △2 △14.3
布類 72 66 △6 △8.3

計 1,082 988 △94 △8.7

区分 Ｈ30 R1 増減 増減率

総排出量 18,162 17,920 △242 △1.3
赤穂市の人口（３月末）（人） 47,612 47,121 △491 △1.0
一人 / 日当たり排出量 (g) 1,045 1,039 △6 △0.6

（表１）令和元年度　ごみ処理量 単位：トン ･％

（表２）資源ごみ集団回収量

（表３）総排出量および市民一人１日当たりの排出量

　

令
和
元
年
度
の
ご
み
の
収
集
・
搬
入
量

は
１
６
，９
３
２
ト
ン
で
、
平
成
30
年
度

に
比
べ
て
１
４
８
ト
ン
減
少
し
ま
し
た
。

（
表
１
）

　

表
２
の
資
源
ご
み
集
団
回
収
量
を
含
め

た
、
赤
穂
市
の
ご
み
総
排
出
量
は
１
７
，

９
２
０
ト
ン
で
、
平
成
30
年
度
に
比
べ
て

２
４
２
ト
ン
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
１
日
当
た
り
の
排
出

量
は
１
，０
３
９
ｇ
で
6
ｇ
減
少
し
て
い

ま
す
。（
表
３
）

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
分
別

ご
み
は
、
美
化
セ
ン
タ
ー
で
破
砕
・
選
別
・

圧
縮
梱
包
な
ど
の
処
理
を
し
た
後
で
資
源

と
し
て
売
り
払
わ
れ
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
売
り
払
い
額
は
、
２
，

３
３
１
万
円
で
し
た
。
ア
ル
ミ
缶（
プ
レ

ス
ア
ル
ミ
）４
５
３
万
円
、
ス
チ
ー
ル
缶

（
プ
レ
ス
鉄
）94
万
円
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

２
６
８
万
円
、ダ
ン
ボ
ー
ル
１
４
２
万
円
、

使
用
済
小
型
家
電
16
万
円
、
そ
の
他
19
品

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
・

資
源
化
を
分
別
で
！

き
れ
い
に
洗
っ
て
い
ま
す
か
？

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
一
例

　

紙
製
容
器
包
装
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
パ
ッ
ク
は
、

き
れ
い
に
洗
っ
て
水
切
り
し
て
い
ま
す

か
？
せ
っ
か
く
分
別
し
て
も
、
汚
れ
が
取

れ
て
い
な
い
も
の
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
、

そ
の
周
辺
の
も
の
も
一
緒
に
焼
却
処
分
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。出
さ
れ
る
と
き
は
、

洗
う
な
ど
し
て
き
れ
い
な
状
態
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。
汚
れ
が
取
れ
な
い
も
の
は
、

「
燃
や
す
ご
み
」で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
使
用
済
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ

ク
ス
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

市
役
所
や
各
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る

「
使
用
済
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」で
、

家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い
た
携
帯
電
話
や
ゲ

ー
ム
機
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
、
使
え

な
い
・
使
わ
な
く
な
っ
た
小
型
家
電
製
品

を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ッ
ク
ス
投
入
口（
50
㎝
×
15
㎝
）に
入

る
も
の
が
対
象
で
す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
収
集
で
き
な
い
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

も
投
入
で
き
ま
す
が
、
投
入
さ
れ
た
物
は

返
却
で
き
ま
せ
ん
。
個
人
情
報
な
ど
は
必

ず
消
去
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

小
型
家
電
は
、
鉄
・
ア
ル
ミ
・
銅
・
貴

金
属
・
レ
ア
メ
タ
ル（
希
少
金
属
）な
ど

の
貴
重
な
資
源
を
含
み
、“
都
市
鉱
山
”

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

　

テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
は
、
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
美
化
セ
ン
タ
ー
で

は
収
集
・
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

さ
れ
て
も
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
購
入

し
た
販
売
店
に
引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
販
売
店
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
、
次
の
電
機
商
業
組
合
登
録
の
協
力

店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
電
機
商
業
組
合
登
録
の
協
力
店

　

梅
本
電
機
設
備
㈱　

☎
48
・
８
１
３
３

　

ラ
ク
テ
ィ
谷
崎　
　

☎
49
・
２
０
３
４

ご
み
処
理
量
の
推
移

資
源
ご
み
集
団
回
収
の

積
極
的
な
活
用
を

　

令
和
元
年
度
の
資
源
ご
み
集
団
回
収
量

は
９
８
８
ト
ン
で
、
平
成
30
年
度
に
比
べ

て
94
ト
ン
減
少
し
て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
頻
繁
に
送
ら
れ

て
く
る
カ
タ
ロ
グ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
子

ど
も
が
使
っ
た
ノ
ー
ト
・
本
・
プ
リ
ン
ト

も
雑
誌
と
し
て
回
収
で
き
ま
す
。
透
明
な

袋
に
入
れ
な
い
で
、
重
ね
て
束
ね
て
、
資

源
ご
み
集
団
回
収
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

資
源
ご
み
集
団
回
収
は
、
自
治
会
や
子

「
３
き
り
運
動
」

水
き
り
・
食
べ
き
り
・
使
い
き

り
で
生
ご
み
を
削
減
で
き
ま
す

ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
営
利
を
目
的
と
し

て
い
な
い
団
体
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
登
録
団
体
に
は
、
回
収
し
た
資
源
ご

み
1
㎏
当
た
り
4
円
の
奨
励
金
が
交
付
さ

れ
、
団
体
の
活
動
資
金
と
し
て
有
効
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。（
令
和
元
年
度
は
82
団
体

に
３
９
４
万
円
を
交
付
）

　

地
域
ぐ
る
み
で
行
う
効
果
的
な
ご
み
分

別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法
と
し
て
、
ご
み

減
量
・
資
源
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
向

上
に
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
燃
や
す
ご
み
の
約
40
％

10月はごみ減量・資源化促進月間です

●問い合わせ先　美化センター　☎４２・３８４１　FAX４２・３４８６

児
童
優
秀
作
品
等
の
展
示

ごみ分別辞典
QR コード

～みんなで築こう　地球環境にやさしいまち　あこう～

　

こ
の
収
益
は
、
皆
さ
ま
の
ご
み
分
別
が

生
み
出
し
た
も
の
で
す
。
家
庭
の
ご
み
箱

に
入
れ
る
前
に
、
ご
み
を
手
に
取
っ
て
見

て
く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
付

い
て
い
れ
ば
、資
源
で
す
。
ご
み
の
減
量
、

資
源
化
に
む
け
て
、
よ
り
一
層
の
分
別
を

お
願
い
し
ま
す
。

が
生
ご
み
で
、そ
の
約
80
％
が
水
分
で
す
。

例
え
ば
1
日
に
コ
ッ
プ
半
分
の
水
き
り
を

し
た
場
合
、
年
間
で
約
３
５
０
ト
ン
減
量

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
食
料
の
食
べ
き
り
・
使
い
き
り

は
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
も
繋
が
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に「
３
き
り
運
動
」

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

 

ご
み
の
分
け
方
、
出
し
方

が
す
ぐ
に
検
索
で
き
る
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
開
設
し
て

い
ま
す
。“
赤
穂
市「
ご
み

分
別
辞
典
」”で
検
索
し
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
減
量
・
資
源
化
に
関
す
る
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
内
の
小

学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
啓
発
ポ
ス

タ
ー
お
よ
び
啓
発
標
語
の
優
秀
作
品

を
次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

●
日
時

　

10
月
16
日（
金
）～
30
日（
金
）正
午

●
場
所

　

イ
オ
ン
赤
穂
店
２
階

●
標
語
の
部　

金
賞
２
点

●
ポ
ス
タ
ー
の
部　

金
賞
５
点

　

美
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ご
み
の
排
出
抑
制

（R
e
d

u
ce

：
リ
デ
ュ
ー

ス
）、再
使
用（R

e
u
se

：

リ
ユ
ー
ス
）、
再
資
源

化（R
e
cycle

：
リ
サ

イ
ク
ル
）と
い
っ
た“
３

Ｒ
”の
推
進
や
ご
み
分

別
の
徹
底
、
ご
み
出
し

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
向

上
な
ど
の
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
楽
し
も
う
！

ア
イ
デ
ア
し
ぼ
っ
て　

再
利
用
」

塩
屋
小
学
校
３
年　

網あ
み
も
と本　

健け
ん
と人　

「
大
切
な　

資
源
を
守
るみ

ん
な
の
手
」

高
雄
小
学
校
６
年　

米よ
ね
ぐ
ち口　

も
も
か

 

尾
崎
小
学
校５

年

赤
穂
小
学
校
６
年

宮み
や
わ
き脇　

来こ
の
は羽

赤
穂
小
学
校
１
年

長は

せ

が

わ

谷
川　

翔と

き紀

 

赤
穂
小
学
校４

年

御
崎
小
学
校
４
年

原は
ら
だ田　

陸り
く
と叶

小お
が
わ川　

桔き
っ
ぺ
い平

射い
の
べ延　

啓さ
と
し志

（
敬
称
略
） ダンボール
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令
和
2
年

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
９
日
（
月
）
～
15
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係　

☎
43
・
６
８
８
２　

ＦＡＡ
45
・
０
１
１
９

上
郡
消
防
署
庶
務
予
防
係　

☎
52
・
５
１
１
９　

ＦＡＡ
52
・
１
３
５
１

11
月
５
日
（
木
）

地
震
津
波
一
斉
避
難
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
防
火
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど

を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
さ
ら
に
貴
重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
全
国
的
に
実
施
し
ま
す
。

２０２０年度全国統一防火標語

「その火事を　
　 防ぐあなたに
　　　　 金メダル」

● 

放
火
火
災
に
対
す
る
地
域
の
対
応

力
を
向
上
し
ま
し
ょ
う
。

● 

地
域
の
皆
さ
ま
一
人
一
人
が
放
火

火
災
に
対
す
る
注
意
を
心
が
け
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
放
火
火
災

対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

● 

効
果
的
な
放
火
火
災
被
害
の
軽
減

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※ 

放
火
火
災
対
策
の
た
め
、
屋
外
に

可
燃
物
を
放
置
し
な
い
。

※
消
火
器
具
や
セ
ン
サ
ー
付
き
照
明

な
ど
の
防
火
・
防
犯
設

備
の
設
置
は
発
見
の
遅

れ
に
よ
る
被
害
の
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
効
果
的

で
す
。

● 

万
が
一
に
備
え
て
、
警
報
が
鳴
っ
た
時

の
正
し
い
対
処
法
を
知
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
！

● 

定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
！

● 

定
期
的
に
お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
！

住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め

に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
！！

点
検
し
ま
し
ょ
う
！

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
「
津
波
防
災
の
日
」（
11
月
５
日
）の
取

り
組
み
と
し
て
、
兵
庫
県
津
波
一
斉
避

難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
国
が
配
信

す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）に
連
動
し
て
、
防
災
行
政
無

線
や
携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）な
ど
に
よ
り
地
震
津

波
情
報
が
一
斉
に
配
信
さ
れ
、
学
校
、

企
業
、
福
祉
施
設
な
ど
で
津
波
か
ら
の

避
難
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

地
震
の
揺
れ
か
ら
身
を
守
る
訓
練
と

し
て
、次
の
３
つ
の
安
全
行
動
を
行
い
、

津
波
か
ら
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
ま
ず
低
く
！
（
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
！
）

②
頭
を
守
り
！
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
！
）

③
動
か
な
い
！
（
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｄ　

Ｏ
Ｎ
！
）

●
実
施
日　

11
月
５
日（
木
）午
前
10
時

●
問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
担
当　

☎
43
・
６
８
６
６

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

【
使
用
期
限
に
つ
い
て
】

　

種
類
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

使
用
期
限
は
お
お
む
ね
10
年
で
す
。
古
く

な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な

ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、
と
て
も
危
険
で
す
。

　

10
年
を
目
安
に
本
体
ご
と
交
換
し
ま
し

ょ
う
。

スポーツ推進計画検討委員会　公募委員の募集

スポーツ推進計画アンケートにご協力ください

　スポーツ推進計画の見直しに
あたり、基礎資料として web
アンケートを実施しています。
ご協力をお願いします。

アンケート
サイト

QR コード

　

市
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
と
ス
ポ
ー
ツ
先
進
都
市
の
実
現
に
向
け
、
環
境

整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に「
赤
穂
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を
策
定

し
、
5
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
の
計
画
見
直
し
に
あ

た
り
、
公
募
委
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
関
し
て
市
民
目
線
で

幅
広
く
ご
意
見
を
お
聴
き
し
ま
す
。

●
応
募
資
格（
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
）

▽ 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
20
歳
以
上
の
人
で
、
市
職
員
を
含
む
行
政
機
関
の

職
員
ま
た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
人
、
本
市
の
ほ
か
の
公
募
委
員
で
な
い
人

▽ 

平
日
夜
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人（
５
回
開
催
予
定
）

▽ 

赤
穂
市
暴
力
団
排
除
条
例（
平
成
24
年
条
例
第
11
号
）第
2
条
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
又
は
暴
力
団
密
接
関
係
者
で
な
い
こ
と

●
募
集
人
数　

2
人
以
内

●
任
期　

令
和
2
年
11
月
～
令
和
3
年
3
月

●
協
議
内
容

▽ 

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
分
析
お
よ

び
調
査
、
審
議

▽ 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
進
捗
状
況
の
点
検
・
評
価

● 

応
募
方
法　

次
の
書
類
を
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
な
ど
連
絡
先

を
記
載
し
た
申
込
書（
様
式
自
由
）

② 

作
文
８
０
０
字
程
度　

　

テ
ー
マ
：
こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

●
応
募
期
限　

10
月
30
日（
金
）必
着

● 
選
考
方
法　

事
務
局
に
お
い
て
選
考
し
、
結
果
は
応
募

者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
７
８

-

０
２
９
２（
住
所
不
要
）ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
43
・
６
８
６
９　

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
５

メ
ー
ル
：sp

o
rts@

city.a
k
o

.lg
.jp

社会福祉課相談窓口 え～る
10/ １スタート

　

市
役
所
１
階
社
会
福
祉
課
に
は「
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
窓

口
」と「
赤
穂
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
2
つ
の
相

談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
窓
口
を
わ
か
り
や
す
く
、
よ
り

多
く
の
人
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
あ
な
た
の「
き
も

ち
」を
応
援
し
ま
す
、
と
い
う
意
味
を
込
め「
社
会
福
祉
課
相
談
窓
口

え
～
る
」と
い
う
愛
称
名
を
つ
け
ま
し
た
。

　
「
え
～
る
」に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
困
り
事
が
あ
っ
て
、
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
時
に
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
「
え
～
る
」で
は
、
丁
寧
に
お
話
を
伺
い
、
専
門
の
機
関
や
適
切
な

支
援
に
つ
な
ぐ
福
祉
の
包
括
的
な
相
談
窓
口
を
目
指
し
ま
す
。
外
出

し
に
く
い
場
合
は
、
訪
問
相
談
も
行
い
ま
す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

気軽に過ごせる地域の居場所

「みんなのいえ」が 10 月２日（金）に開設しました。
詳しくは、社協だより 10 月号をご覧ください。

●
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
窓
口

　

☎
43
・
６
９
８
６　

ＦＡＡ
45
・
３
３
９
６

　

メ
ー
ル
：h

o
g
o

@
city.a

k
o

.lg
.jp

●
赤
穂
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
・
６
８
３
７　

ＦＡＡ
45
・
３
３
９
６

　

メ
ー
ル
：k

ik
a
n
so

d
a
n
@

city.a
k
o

.lg
.jp

▽
日
々
の
生
活
が
う
ま
く
い
か
な
い

▽
介
護
と
育
児
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
が
大
変

▽
家
族
が
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る

▽ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
人
間
関
係

が
う
ま
く
い
か
な
い

▽
仕
事
が
長
続
き
せ
ず
経
済
的
に
苦
し
い

▽
家
事
や
整
理
整
頓
が
で
き
な
い

▽
気
分
が
お
ち
こ
む　

な
ど

あなたの「きもち」を
おうえんします！

相談窓口 こ
ん
な
と
き
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

全国で、令和元年中の放火およ

び放火の疑いによる出火件数

は、４，５０６件となっており、

全火災件数３７，５３８件のう

ち 12％を占めています。

 放火火災防止 

11 No.826  2020年10月 10No.826  2020年10月



8

No.15【木造浅野赤穂藩主坐像】

No.14【塩屋荒神社・塩釜神社】

問文化財課　☎４３・６９６２
FAX４３・６８９５

　神社の由緒によれば、皇極天皇のときに秦河勝が素
すさのおのみこと

盞鳴尊を勧進したこと

に始まると伝えられ、延宝 3（1675）年および正徳 5（1715）年に社頭一宇

を再興、寛政 12（1800）年には荒神社一宇を再興した記録が残されています。

　また、明治 42（1909）年に、かつて塩屋村にあった塩釜神社が境内に合

祀されています。荒神社は西浜塩田のある塩屋村の鎮守として人々から信仰

を集め、大庄屋であった柴原家が奉納した船絵馬をはじめ、石燈籠や狛犬な

どの石造物が奉納されています。

　東浜の入浜塩田を開発した赤穂藩浅野三代藩主である長直・長友・長矩の

木造坐像で、新田の光浄寺に安置されています。３体の坐像の製作法と表現

から、初代長直と二代長友はほぼ同時期の作、三代長矩は少し時期が異なる

と考えられますが、いずれも 18 世紀後半頃の京都仏師の作と推定され、赤

穂市指定有形文化財に指定されています。光浄寺のある新田地区は、浅野長

直が上水を導き新田開拓したことから、長直は「たくみさん」と親しまれてお

り、現在も命日である 8 月 24 日には地元の人々によって光浄寺で法要が行

われ、大切に守り伝えられています。

寄寄付・寄贈付・寄贈ありがとうございます

ススポーツポーツの秋！

フォトニュース

明治安田生命保険相互会社姫路支

社より、赤穂ふるさとづくり寄付

金へご寄付いただきました。新型

コロナウイルス対策事業に活用さ

せていただきます。　　（８/26）

敬敬老老長寿をお祝いして

市内最高齢者の久保をやすさんを市長、市議会議

長らが訪問し、敬老長寿をお祝いしました。

（９/ １　有年）

防災の日の９月１日に、セッツカートン㈱の指導

により、市職員が段ボールベッドの設置訓練をは

じめ、新型コロナウイルス感染症対策を考慮した

避難所開設訓練を実施しました。なお、本市はセ

ッツカートン㈱、J パックス㈱と災害発生時の応

急物資供給に関する協定を締結しています。

（９/ １　市民会館）

自衛官の募集活動を支援する自衛官募集相談員（任期２年）

の委嘱式が行われました。永安弘さん、大和弘さん、末政

圭介さん、長谷川寛さん、岡﨑幸友さんに市長と自衛隊兵

庫地方協力本部長の連名で委嘱状を交付しました。

（８/27　市役所）

避避
難難
所
開
設
訓
練 市民総合体育祭としてニュ

ースポーツの囲碁ボール大

会が開催されました。ステ

ィックでボールを打ち、五

目並べの要領で並べていき

ます。狙ったところにボー

ルがいかず、参加者は苦労

しながらも楽しく取り組ん

でいました。

（９/ ５　総合体育館）

三菱電機株式会社系統変電システ

ム製作所赤穂工場より、新型コロ

ナウイルス感染症対策として、フ

ェイスガードを寄贈いただきまし

た。　　　　　　　　　（９/14）

（一社）兵庫県 LP ガス協会西播西支

部赤穂地区会より、災害時の備え

として LP ガス発電機を寄贈いただ

きました。今回で７台目で、公民

館などに設置しています。（９/15）

自自衛衛官募集相談員委嘱状交付式

　令和元年５月に認定された日本遺産『「日本第一」の塩を産したまち 播州赤穂』の１周年を記念して「赤穂の塩」

にまつわる文化や歴史をはじめ、健康的で「おいしい塩」の使い方を学ぶセミナーを開催します。

　このセミナーでは、塩と食文化の関わりや活用法、塩の加工や塩を利用した新たなメニュー開発など、塩に

関する幅広い知識を身につけることができます。

日本遺産認定１周年記念 塩の活用セミナー ～赤穂の塩を五感で学ぶ塩講座～

● 講師　（一社）日本ソルトコーディネータ

ー協会　代表理事　青山　志穂氏

●募集定員　先着 30 人

● 対象者　原則として全６回参加できる市

内在住・在勤の人（参加者を対象にオン

ライン動画配信も行います。）

●参加料　無料

● 申込方法　住所、氏名、連絡先（電話・

FAX・メールアドレスのいずれか）、事

業者の場合は事業所名を、電話・FAX

またはメールで申し込んでください。

●申し込み・問い合わせ先

　赤穂市日本遺産推進協議会事務局

　（観光課日本遺産推進担当）

　☎４３・６８３９　FAX４６・３４００

　メール：kankou@city.ako.lg.jp 青山　志穂氏

開催日時 内容 会場

第１回 11/11（水）午後２時～４時 塩の基礎知識 赤穂市文化会館学習室

第２回 11/25（水）午後２時～４時 赤穂の塩の歴史と工場見学 赤穂化成㈱天塩スタジオ　ほか

第３回 12/16（水）午後２時～４時 塩の味わいと使い分け 赤穂市文化会館学習室

第４回 １/13（水）午後２時～４時 塩と美容・バスソルトづくり 赤穂市文化会館学習室

第５回 １/27（水）午後２時～４時 塩調味料づくり 赤穂化成㈱天塩スタジオ

第６回 ２/10（水）午後２時～４時 塩と調理（調理デモ付） 赤穂化成㈱天塩スタジオ

●日程・内容・会場
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　『人生百年時代』を迎え、定年後の暮らしに対するイメージも変わってきました。

　多くの方が「新しい生き方」をする機会として捉えているようです。

　「空いている時間を有効に活用したい」、「誰かの役に立ちたい」、「働けるうちは働きたい」、「年金

だけではちょっと心配」というシニアが増えています。

　年齢にしばられない生き方であなたのセカンドライフを生き活き過ごしませんか！

　赤穂市シルバー人材センターは、そんなシニアの暮らしを応援しています。

  センターでは、高齢者に相応しいさまざまな仕事や活動を紹介します。

　会員は、それぞれの希望や都合に応じた働き方で自由に就業や各種活動に参加

しています。また、退会も自由にできます。   会費 ： 200円/月  

　草刈作業の依頼が増えています。草刈作業していただける方を募集中です。

友達同士で入会して草刈してみませんか。
急募‼

赤穂市内在住の男性60歳以上、女性58歳以上で、入会説明会への参加が必要です。

　●開催 　原則毎月第2月曜日・第4水曜日 午後1時30分から

　●会場 　赤穂市シルバー人材センター２階大会議室

　●10月、11月の入会説明会 10月28日(水)、11月9日(月)、11月25日(水)

入会するには

事業主・一般家庭のみなさま

シルバー人材センターでは

こんな仕事を
お引き受けしています。

専門業者に
頼むほどではないが、
仕事を手軽に頼める
ところはないかな…

技能作業
◦自動車運転

◦剪定、大工・左官

◦襖・障子・網戸張替 など

事務分野
◦受付事務◦水道検針

◦書類整理

◦毛筆筆耕

　（宛名書き・賞状書き）など

サービス分野
◦家事援助サービス（掃除・洗濯など）

◦庭の水やり　など

管理分野
◦施設管理・空家管理

◦駐車(駐輪)場管理 など

臨時的・短期的な
仕事だから

人を雇うほどではないが、
安心して頼めるところは

ないかな…

一般作業
◦草抜き・草刈り・伐採

◦屋内外軽作業 など

※草抜き、草刈り、伐採は時期により

　しばらくお待ちいただくことがあ

　ります。

※剪定は時期によりお受けできない

   場合があります。

シルバー人材センターではさまざまな活動を行っています。

折衝外交分野
◦配達

◦販売・店番 など

各
種
講
習
会

スキルアップ：草刈講習会、剪定講習会、接遇講習会

安全啓発：交通安全講習会、シルバードライバーズ講習会

意識啓発：健康管理講習会、心のおしゃれ講習会「清掃」

　　　　　「マナー」「メイクアップ」

生活向上：スマホ操作講習会

独
自
事
業

シルバー農産市

毎月第４水曜日 午前 10 時～正午

親
睦
事
業

ボランティア（清掃）活動

グラウンドゴルフ大会

サークル活動　など

シルバー人材
センターでは

赤穂市加里屋８２２－２

（赤穂市立民俗資料館西隣）

☎４３・７２００ FAX４３・４６８７

（公社）赤穂市シルバー人材センター ●問い合わせ先　市民課　☎４３・６８１９　FAX４３・６８９１

マイナポイントの申請はお済みですか？

　マイナンバーカードを持っている人を対象に、民間のキャッシュレス決済事業者を使って最大２万円のチャ

ージまたは購入をした場合に、利用金額の 25％（上限５千円分）のマイナポイントがもらえる「マイナポイン

ト事業」がはじまりました。

　マイナンバーカードを持っている人は、忘れずに申請しましょう。

※ 今後マイナンバーカードを取得される人も対象となりますが、マイナポイントには受給できる人数に上限が

あります。マイナポイントの申請をお考えの人は早めの取得をお勧めします。

　土日・祝日も近所のコンビニなどで「住

民票の写し」や「印鑑登録証明書」、「戸籍

証明書」を受け取ることができます。

　金融機関における口座開設やパスポー

トの新規発給、各種行政手続きなど、さ

まざまな場面で本人確認書類として利用

することができます。

「マイナンバーカード」を取得しましょう

コンビニなどで、
各種証明書が取得可能に！

本人確認書類になる

マイナポイントをもらうための３つのステップ

マイナンバーカード取得
にはいろいろなメリット
があるんだね。

①マイナポイントを予約する

　 スマートフォンから予約する場合、マイナンバーカードとマイナンバーカードを

読み取ることのできるスマートフォンが必要です。また「マイナポータル」および

「マイナポイントアプリ」をダウンロードする必要があります。

②キャッシュレス事業者でマイナポイントを申請する

　 キャッシュレス決済事業者ごとに申込方法が異なります。詳しくは、利用するキ

ャッシュレス決済事業者にご確認ください。

③チャージまたは買い物をする

　令和３年３月末までにチャージまたは購入した場合が対象です。

　市民課では、マ
イナポイント予約
をお手伝いしてい
ます。ご不明な場
合はお気軽にご相
談ください。

 お知らせ

　マイナンバーカードを持つことは、マイナポイントがもらえる以外にもいろいろ

なメリットがあります。まだマイナンバーカードを持っていない人は、ぜひとも申

請し、マイナンバーカードを取得しましょう。

　マイナンバーカードについて、不明な点は市民課まで問い合わせてください。

※ マイナンバーカードの交付には、申請から１カ月程度かかります。早めに申し込

んでください。

　税務署長への事前届け出をすることな

く確定申告などができるオンライン申請

システム「e-Tax」を利用できます。

　令和３年３月（予定）からマイナンバー

カードが健康保険証として利用できるよ

うになります。これまで窓口で一緒に提

示していた各種書類が不要になり、受診

時の負担が軽減される予定です。

「e-Tax」で確定申告ができる 健康保険証として利用が可能に

マイナンバーカード取得のメリット

※ マイナンバーカードに対応したスマートフォンまた
はパソコン（別途 IC カードリーダライタが必要）を
ご用意ください。
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国民年金掲示板

　日本年金機構から老齢または退職を支給事由とし

ている年金の支給額が一定額以上の人に上記申告書

が送付されています。前年分の申告から変更がない人

も各種控除を受ける場合は、必ず返送してください。

　提出をしなくても所得税率が変わらないため、各

種控除に該当しない人などは提出不要です。

　不明な点は、次の「扶養親族等申告書お問い合わ

せダイヤル」までお問い合わせください。

●「扶養親族等申告書お問い合わせダイヤル」

　☎０５７０・０８１・２５０

　☎０３・６８３７・９９３２

　年金生活者支援給付金（以下「給付金」といいます）は、公的年金などの収入やその他の所得額が一定基準額以

下の、年金受給者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。

　この給付金を受け取るためには、請求書の提出が必要です。

高齢者を見守る支えるネットワーク

医療介護課介護保険係　☎４３・６９４７　FAX４３・７１３８
税務課市民税係　　　　☎４３・６８０３　FAX４３・６８９２

介護保険相談室

10月から介護保険料の本徴収がはじまります

　年金から介護保険料があらかじめ天引きされている人は、年額を６回に分けて納めていただいています。納

付時期（納期）は、４月・６月・８月の３回が仮徴収期間、10 月・12 月・２月の３回が本徴収期間です。

　介護保険料の年額は、本人や世帯員の住民税課税状況や本人の前年所得等に応じて決定されます。しかしな

がら、当該年度の住民税課税状況等は前年中の所得が確定する６月頃でなければ把握できないため、仮徴収期

間においては、その年度に収めていただく介護保険料を決めることができません。そのため、年額保険料が決

まる７月より前の４月・６月・８月徴収分は、基本的に前年度の２月に徴収した金額と同程度の額を納めてい

ただくことになっています。これが仮徴収です。

　前年中の所得が確定して保険料が決定する７月以降、年間保険料から４月・６月・８月の仮徴収した額を差

し引いた額を、10 月・12 月・２月の３回に分けて納めていただきます。これを本徴収といいます。

限度額適用認定証等～後期高齢者医療制度～

医療の連絡帳

医療介護課医療係　☎４３・６８２０　FAX ４３・６８９２

●本徴収について

　本徴収の額は、年額保険料との調整を行うため、仮徴収期間の額と大きく異なることがあります。

　 なお、口座振替または納付書による納付（普通徴収）で納めていても、10 月から年金からの天引き（特別徴収）

になることがあります。

医療介護課国保年金係　☎４３・６８１３　FAX４３・６８９２

１年間の介護保険料

徴収の種類 仮徴収 本徴収

年金支給月 ４月（第１期） ６月（第２期） ８月（第３期） 10 月（第４期） 12 月（第５期） ２月（第６期）

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告に

おいて全額が社会保険料控除の対象となります。

　また、本人だけではなく家族の国民年金保険料を

納付した場合も控除を受けることができます。

　日本年金機構から令和２年１月１日から９月 30

日までの間に納付された人に送付される「社会保険

料（国民年金保険料）控除証明書」は、大切に保管し、

年末調整や確定申告の際に使用してください。

●「ねんきん加入者」ダイヤル

　☎０５７０・００３・００４

　☎０３・６６３０・２５２５

　①新たに給付金を受け取ることができる人

　　 10 月中旬ごろから、対象者に、日本年金機構から請求可能な旨のお知らせが送付されます。同封されて

いるはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し、速やかに提出してください。

　　令和３年２月１日までに請求手続きが完了すると、令和２年８月分まで遡って受け取ることができます。

　②年金を受給しはじめる人

　　年金の請求手続きと併せて請求手続きをしてください。

※すでに給付金を受け取っている人が引き続き支給要件を満たす場合、原則手続きは不要です。

　■老齢基礎年金を受給している人（以下の要件をすべて満たしている必要があります。）

　▷ 65 歳以上である

　▷世帯員全員が市町村民税非課税となっている

　▷年金収入額とその他所得額の合計が約 88 万円以下である

　 給付金の手続きで、電話で家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を

求めることは決してありません。

●問い合わせ先

　『ねんきんダイヤル』

　☎０５７０・０５・１１６５（ナビダイヤル）

　姫路年金事務所

　☎０７９・２２４・６３８２　FAX０７９・２２４・０８３８

　■障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している人（以下の要件を満たしている必要があります。）

　▷前年の所得額が約４６２万円以下である

「令和３年分公的年金等の受給者の
扶養親族等申告書」を送付しています

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が
11 月上旬に送付されます

年金生活者支援給付金の請求手続きについて

●対象となる人

●請求手続き

●日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください

　後期高齢者医療制度の加入者は、限度額適用認定証等を被保険者証とあわせて医療機関などへ提示すること

で、窓口で支払う金額が自己負担限度額の枠内になります。

　入院などで医療費が高額になると見込まれる場合には、事前に申請し、認定証の交付を受けてください。

※ 所得状況等により限度額適用認定証等が不要の場合があります。（被保険者証の医療機関などへの提示のみで

限度額が適用されます。）

●申請に必要なもの

　▷被保険者証　▷印かん　▷受診（予定）者のマイナンバーカードなどのほか、窓口に来る人の本人確認書類

赤穂警察署刑事生活安全課　☎４３・０１１０
FAX４５・０１１０

みんなでつくろう安心のまち
～全国地域安全運動実施中～

●運動の期間　

　10 月 11 日（日）～ 20 日（火）

●運動の重点

　①子どもと女性の犯罪被害防止

　②特殊詐欺の被害防止

地域安全活動の主役は地域の皆さんです

●地域の皆さんができる地域安全活動の例

▷ 自転車・オートバイの鍵掛け（ワイヤーロックなど）、防犯登録
▷ 自転車の前カゴや車内に現金、バッグなどの貴重品を置かない
▷ 外部からの見通し確保のための植木の剪定　▷防犯パトロール
▷外出時の鍵掛け、声かけ運動　▷防犯ブザーの携帯
▷門灯（玄関灯）の点灯運動　▷防犯灯の点検、整備活動
▷ご近所の間で情報交換し、互いに注意しあう

厚生労働省 HP
QR コード

年金生活者支援給付金については

年金給付金 検索

もしくは、右の QR コードで
アクセスしてください。
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InformationInformation

　

11
月
15
日
に
地
震
津
波
避

難
・
情
報
伝
達
訓
練
を
塩
屋
地

区
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る

大
規
模
地
震
が
発
生
、
さ
ら
に

津
波
が
襲
来
す
る
と
想
定
し

た
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
地

震
津
波
避
難
情
報
を
放
送
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
避
難
方
法

や
避
難
先
の
確
認
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
情
報
伝
達
訓
練
の
み
と
し

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
防
災
行
政
無
線
訓
練
放
送

　

11
月
15
日（
日
）午

前
９
時
ご
ろ

●
対
象
地
区

　

塩
屋
地
区

●
問
い
合
わ
せ
先

　

危
機
管
理
担
当

☎
43
・
６
８
６
６

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

　

時
間
短
縮
や
入
場
者
を
新
成

人
に
限
る
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
、

式
典
内
容
な
ど
を
変
更
し
て
開

催
し
ま
す
。

●
日
時

　

令
和
３
年
１
月
10
日（
日
）

午
前
11
時
～

　
（
受
付
＝
午
前
10
時
30
分
～
）

●
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

● 

対
象　

平
成
12
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人（
住
民
票

を
市
外
に
移
し
て
い
る
人
で

参
加
を
希
望
す
る
人
は
生
涯

学
習
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。）

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
新
成
人
以
外

は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課☎

43
・
６
８
５
８

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
５

　

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
新
し
い
生
活
様
式
が
求
め

ら
れ
る
中
、
新
し
い
働
き
方
・

休
み
方
を
実
践
す
る
た
め
、
計

画
的
な
業
務
運
営
や
休
暇
の
分

散
化
な
ど
年
次
有
給
休
暇
の
計

画
的
付
与
制
度
や
、
労
働
者
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
応
じ
た
柔

軟
な
働
き
方
・
休
み
方
に
応
じ

た
時
間
単
位
の
年
次
有
給
休
暇

制
度
の
導
入
が
効
果
的
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

 

兵
庫
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
部

☎
０
７
８
・
３
６
７
・
０
７
０
０

ＦＡＡ
０
７
８
・
３
６
７
・
９
０
５
０

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」の
講
師
を
務
め
る「
認
知

症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」養

成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時　

11
月
12
日（
木
）午
前

９
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

●
場
所 

中
央
公
民
館
大
会
議
室

● 

受
講
要
件　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」の
講
師
と
し
て
年

３
回
程
度
活
動
で
き
る
人

● 

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
42
・
１
２
０
１

ＦＡＡ
42
・
１
２
６
０

山崎喜代志法律事務所山崎喜代志法律事務所
弁護士がアドバイスします弁護士がアドバイスします

まずはお気軽にお電話ください

TEL.079-223-1772
土日祝日、早朝及び赤穂市内での相談も可能です。（要予約）

ホームページもご覧ください。

交通事故・離婚・相続問題
刑事事件・その他

　

９
月
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け

て
実
施
し
ま
し
た
国
勢
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
だ
回
答

が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送
で

ご
回
答
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

行
政
課　

☎
43
・
６
８
５
０

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

　

10
月
は
、
土
地
関
係
施
策
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る「
土

地
月
間
」で
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

を
し
た
場
合
、
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
き
、
契
約
締
結
日
か

ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内
に
、

市
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

　

市
街
化
区
域２

，０
０
０
㎡
以
上

　

 

市
街
化
区
域
以
外
の

都
市
計
画
区
域

５
，０
０
０
㎡
以
上

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課☎

43
・
６
８
２
７

ＦＡＡ
43
・
６
９
７
４

赤穂市ホームページへの有料広告募集中　　秘書広報課　☎４３・６８７３

募 集

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト
養
成
研
修

お知らせ

令
和
３
年赤

穂
市
成
人
祝
賀
式

お知らせ

国
勢
調
査
の
協
力
の
お
礼

お知らせ

10
月
は「
年
次
有
給
休
暇

取
得
促
進
期
間
」

萬代総合事務所
～お気軽にご相談下さい～

☎（0791）42-5786　赤穂市尾崎3129-3

破産、調停、民事再生等借金の法的整理
及び貸金売掛金等の法的請求、境界紛争裁判外解決

●登記　　●測量　　●境界紛争　　●成年後見

●許認可　●登録　　●訴訟　　　　●他

司法書士 行政書士 土地家屋調査士

広 告

図書館〜Library〜

らいぶらり

http://www.ako-city-lib.com

「かしたつもり×
もらったつもり」

かさい まり
　大切な恐竜図鑑を、れん
は友だちのだいちに貸した
つもりだった。だけど、だ
いちはもらったつもりでい
て…。聞きまちがいからは
じまる、男の子のけんかと
仲直りの物語。

「
壁
は
い
ら
な
い
、
っ
て
言
わ
れ
て
も
。
」／
今
中　

博
之

「
サ
ム
ラ
イ
留
学
生
の
恋
」／
熊
田　

忠
雄

「
ビ
ジ
ネ
ス
心
理
学
大
全
」／
榎
本　

博
明

「
ウ
イ
ル
ス
と
内
向
の
時
代
」／
佐
藤　

優　

「
や
さ
し
い
作
り
置
き
」／
ス
ガ

「
お
茶
の
時
間
」／
益
田　

ミ
リ

「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
教
科
書
」／
堀　

公
俊

「
小
説
を
め
ぐ
っ
て
」／
井
上　

ひ
さ
し

「
風
を
結
う
」／
あ
さ
の　

あ
つ
こ

「
図
書
館
の
子
」／
佐
々
木　

譲

「
ポ
ッ
ポ
ー
き
か
ん
し
ゃ
」／
と
よ
た　

か
ず
ひ
こ

「
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル 

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
を
パ
リ
で
お
む
か
え
」

／
ア
ン
・
グ
ッ
ト
マ
ン

「
恐
竜
学
」／
真
鍋　

真

「
ル
ド
ル
フ
と
ノ
ラ
ね
こ
ブ
ッ
チ
ー
」／
斉
藤　

洋

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
レ
ッ
ド
ダ
イ
ヤ
を
さ
が
せ
! 
」

／
原　

ゆ
た
か

●“チャレンジ読書 2020 秋”を実施中！

　期間中、読書通帳を利用してたくさん本の貯金
をしましょう！ 20 冊の“貯金”でプレゼントを進
呈します！
▷期間　10 月 1 日（木）～ 11 月 29 日（日）
※ 中学生以下の人には無料で通帳を配布します。

一般の人も参加できます。

●雑誌 ･ 図書リサイクルの実施

　保存期限の過ぎた雑誌、不用図書のリサイクル
を実施します。
▷日程　10 月 24 日（土）・25 日（日）
▷時間　午前 10 時～午後 6 時
▷場所　図書館１階ギャラリー
※ 無くなり次第終了とさせていただきます。お持

ち帰り用の袋などはご用意ください。
※ 状況により入場制限を行う場合があります。

●問い合わせ先

　図書館　☎４３・０２７５　FAX４３・６２９１

「図解でよくわかる
歯のきほん」

柿本 和俊
　歯の健康を保つためのノ
ウハウを知ることは、長く
丈夫な歯と付き合っていく
ためにとても重要。歯の仕
組みと働きをはじめ、歯の
病気と治療、予防とケアな
どをやさしく解説。

「いちねんかん」
畠中 恵

　跡取りの弱さで知られる
長崎屋。ある日、両親が湯
治へ行きたいと言い出し
た。店を任され張り切る若
だんなだが、盗人に狙われ、
江戸には疫病が大流行して
しまい…。

「消えた落とし物箱」
西村 友里

　校長先生から借りた本が
クラスの落とし物箱ごと見
つからない ! 勝手に消えた
り現れたり、入れたものが
きれいになったりする不思
議な落とし物箱の謎を、５
人が追う。

図書館からのお知らせ

お知らせ

10
月
は「
土
地
月
間
」で
す

お知らせ

地
震
津
波
避
難
・

情
報
伝
達
訓
練
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10月19日（月）～ 25日（日）は
行政相談週間

子育てアンバサダー活動中！

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎ 43・5144　FAX 43・5950
ホームページ　http://www.ako-harmony.jp/

Facebook　https://www.facebook.com/akoharmony
自主事業のお知らせはFacebookで配信中！！

主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

☎４３ ・ ５１１１

入場料：７，０００円(友の会６，５００円)
発売日：友の会10月17日（土）、一般10月24日（土）
※いずれの日も窓口販売午前9時～、電話予約午後1時～
※未就学児のご入場はご遠慮ください。
※新型コロナウイルス感染症の状況で座席調整すること
　があります。また、公演・チケット発売日を延期、中止す
　ることがあります。

令和３年２月28日(日) 午後５時開演 大ホール  全席指定

財津和夫コンサート 2020with 姫野達也～ Aｌｌ Izz Well ～　

今月発売

　マスク着用、検温、手指消毒、３密の回避など当館利用
ガイドラインの遵守をお願いします。

＜会館利用について＞

木津川計の一人語り劇場公演中止のお知らせ
11月14日（土）に公演を予定していましたが中止します。

引越し＆大掃除で出た不用品の処分でお困りではありませんか？

　行政相談とは、国の仕事などに対する皆さまの

意見や要望といった声を受け、公平な第三者的立

場から関係機関に必要なあっせんを行い、それら

の声を行政運営の改善に役立てるものです。

　相談内容は、国の仕事、県・市町村が国から受

託している仕事や国の補助金を受けて行っている

仕事に関するもので、例えば、年金、健康保険、

高齢者医療、福祉、雇用保険、労災保険、道路、

役所の窓口の行政サービスなどです。

　毎月第４火曜日（午前 10 時～正午）に市民対話

課で行政相談を行っています。ご利用ください。

日　程
10/20（火）

（巡回）
10/27（火）

（定例）

時　間 午前10時～正午

場　所 御崎公民館 坂越公民館 市民対話課

相談員 古森　雄三氏 笹岡　進氏
古森　雄三氏

笹岡　進氏

●問い合わせ先　市民対話課　☎４３・６８１８

FAX４３・６８１０

●10 月の行政相談および巡回相談日程

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

　９月７日、「あこう子育てアンバサダー（３期

生）」５名の任命式が行われ、市長が任命書を手

渡しました。アンバサダーは赤穂で子育てする

魅力をインスタグラムで発信していきますの

で、ぜひチェックしてみてください。

●問い合わせ先　子育て支援課
　☎４３・６８０８　FAX４５・３３９６

子育て支援課
Instagram

　

広
報
あ
こ
う
掲
載
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め「
中
止
・
延
期
」と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催
の

有
無
な
ど
詳
し
く
は
、
主
催

者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

暮
ら
し
の
応
援
者
と
し
て
、

高
齢
者
が
抱
え
る
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
ご
と（
ゴ
ミ
出
し
・
草

抜
き
・
見
守
り
な
ど
）を
支
援

す
る
人
を
養
成
す
る
生
活
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
ご
自
身
の
介
護
予
防

や
ご
家
族
の
支
援
の
ヒ
ン
ト
、

ま
た
資
格
を
持
た
ず
に
介
護
の

仕
事
を
し
て
い
る
人
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

全
日
程
受
講
さ
れ
た
人
に
は

修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

日
程

　

 

11
月
4
日（
水
）・
11
日（
水
）・

　
　
　

18
日（
水
）・
25
日（
水
）

※
入
門
編　

前
半
２
回
受
講

※
応
用
編　

全
日
程
受
講

●
時
間

　

午
後
1
時
30
分
～

●
場
所

　

総
合
福
祉
会
館
２
階
研
修
室

●
対
象

　

 

市
内
在
住
で
関
心
の
あ
る
人

で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
受
講
で

き
ま
す
。

●
内
容

▽ 

老
化
や
疾
病
に
つ
い
て
の
理

解
と
介
護
予
防
な
ど

▽
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
な
ど

▽ 

本
人
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

▽
自
立
支
援
の
理
論
と
実
践
な
ど

●
定
員　

25
人

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
締
切　

10
月
28
日
（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

☎
42
・
１
３
９
７

ＦＡＡ
45
・
２
４
４
４

●
日
時　

11
月
11
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

● 

場
所　

赤
穂
海
浜
公
園
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
キ
ャ
ン
パ
ー

ズ
ル
ー
ム

●
定
員　

先
着
30
人

●
参
加
費　

２
，５
０
０
円

●
申
込
方
法

▽ 

窓
口
・
電
話

　

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、

氏
名
・
電
話
番
号
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

▽ 

フ
ァ
ッ
ク
ス

　

 

氏
名
・
電
話
番
号
を
花
と
緑

の
教
室
担
当
者
宛
て
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

10
月
28
日（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

海
浜
公
園
管
理
事
務
所

☎
45
・
０
８
０
０

ＦＡＡ
45
・
０
１
８
３

●
試
験
日
お
よ
び
試
験
会
場

①
加
古
川
市
の
み

　

12
月
12
日（
土
）

　

県
立
農
業
高
等
学
校

　

 （
加
古
川
市
平
岡
町
新
在
家

９
０
２
‐
４
）

②
加
古
川
市
以
外

　

12
月
13
日（
日
）

　

 

神
戸
市
、
姫
路
市
ほ
か

　

 

県
下
４
会
場（
加
古
川
市
を

除
く
）

●
試
験
の
種
類

　

甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種

●
書
面
受
付
期
間

　

10
月
30
日（
金
）～

11
月
12
日（
木
）

※ 

電
子
申
請
は
期
間
が
異
な
り

ま
す
。

●
提
出
先

　

 
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
兵
庫

県
支
部
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

●
願
書
の
配
布
場
所

　

赤
穂
消
防
署

　

上
郡
消
防
署

●
問
い
合
わ
せ
先

　

 

赤
穂
消
防
署
予
防
課
危
険
物
係

☎
43
・
６
８
８
２

ＦＡＡ
45
・
０
１
１
９

　

上
郡
消
防
署
庶
務
予
防
係

☎
52
・
５
１
１
９

ＦＡＡ
52
・
１
３
５
１

　

加
古
川
・
揖
保
川
の
河
川
内

に
あ
る
樹
木
を
、
薪
や
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
と
い
っ
た
木
材
資
源

と
し
て
活
用
し
た
い
企
業
・
団

体
・
個
人
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
期
間　

　

11
月
２
日（
月
）～
20
日（
金
）

●
採
取
期
間

　

令
和
３
年
１
月
11
日（
月
）

～
９
月
30
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

 

姫
路
河
川
国
道
事
務
所
河
川

管
理
第
一
課

☎
０
７
９
・
２
８
２
・
８
５
０
５

ＦＡＡ
０
７
９
・
２
８
３
・
４
６
８
０

 

ホ 

ー
ム
ぺ
ー
ジ　
　

h
tts://

w
w

w
.k

k
r.m

lit.g
o

.jp
/

h
im

e
ji/in

d
e
x.p

h
p

募 集

令
和
２
年
度
第
３
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

募 集

川
の
樹
木
を

有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か

募 集

ク
リ
ス
マ
ス
を
飾
る

寄
せ
植
え
と
管
理
法

児童手当特別給付金の申請はお済みですか

　公務員の人が児童手当特別給付金の支給を受
けるには 10 月 30 日（金）までに申請が必要で
す。まだ申請が済んでいない人は、期限までに
申請をお願いします。
●申請・問い合わせ先　子育て支援課
　☎４３・６８０８　FAX４５・３３９６

募 集

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

広 告
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10/12～11/15健康・相談

人口の動き（8月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,557 戸 （ － 8）

人口 46,921 人 （ － 70）

男 22,675 人 （ － 49）

女 24,246 人 （ － 21）

 （　）内は前月比
◎8月中の異動

出生 21 人（－ 1 ） 転出 84 人（＋ 16）

死亡 53 人（＋ 23） その他増 0 人（－ 3）

転入 49 人（－ 12） その他減 3 人（＋ 2 ）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 8月 2020年累計

発生件数 96（ - 18） 686（ - 110）

　人身 14（＋ 1） 81（ - 13）

　物損 82（ - 19） 605（ - 97）

死者 0（± 0） 2（＋ 1）

重傷 1（＋ 1） 10（＋ 1）

軽傷 17（＋ 3） 80（ - 13）

 （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 8月 2020年累計
火災 2（ ＋ 1） 13（ ＋ 1）

救急 191（ ＋ 17） 1,196（ － 138）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせ

 ☎43・6899（自動案内）

　　　　　 ＦＡＸ45・0119（ＦＡＸ返信）

10 月

12

13 ●生活習慣病健診（要予約）（総合福祉会館） 8：30 ～
●保育所子育て電話相談 10：00 ～ 16：00　各保育所

14 ●心配ごと相談 13：00 ～ 17：00
●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30

15

16 ●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00

17 ●司法書士による法律相談（市民会館） 9：30 ～ 12：00

18  
渡辺内科小児科医院 ☎４２・３８８４
9：00 ～ 17：00

19

20 ●保育所子育て電話相談 10：00 ～ 16：00　各保育所
● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 15：00

21 ●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13：00 ～ 17：00

22

23

24

25
●生活習慣病健診（要予約）
　（福浦地区コミュニティ・センター） 8：30 ～

 
シオヤ外科胃腸科医院 ☎４３・４７１２
9：00 ～ 17：00

26

27
●行政相談（相談員） 10：00 ～ 12：00
●保育所子育て電話相談 10：00 ～ 16：00　各保育所
●もの忘れ健康相談（要予約） 13：00 ～ 15：00

28
●心配ごと相談 13：00 ～ 17：00
●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00
●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30

29 ●年金出張相談（要予約） 10：30 ～ 15：00
　問姫路年金事務所　☎０７９・２２４・６３８２（１番）

30

31

11 月

１
●生活習慣病健診（要予約）（すこやかセンター） 8：30 ～

 
澤田医院 ☎４８・８１４９
9：00 ～ 17：00

２ ●こころのケア相談（前日までに要予約） 14：30 ～ 15：30

３  
中村内科医院 ☎４６・００１２
9：00 ～ 17：00

４
●農事相談 10：00 ～ 11：30
●心配ごと相談 13：00 ～ 17：00
●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00

５
６ ●健康相談 9：00 ～ 11：00

７

8  
くぼかわ医院 ☎４２・２１４０
9：00 ～ 17：00

９ ●人権相談 10：00 ～ 12：00

10 ●保育所子育て電話相談 10：00 ～ 16：00　各保育所

11 ●心配ごと相談 13：00 ～ 17：00
●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30

12 ●子育てカウンセリング 13：30 ～ 16：00　子育て学習センター

13 ●栄養相談（前日までに要予約） 9：30 ～ 11：30

14

15  
黒田医院 ☎４３・５２１０
9：00 ～ 17：00

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831
 フリーダイヤル 0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）  （随時） ☎43・7067（相談専用）
女性問題電話相談　女性交流センター （火～金 13:00～16:00祝日除く）☎43・7800
犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

保健センター（すこやかセンター内） ☎46・8701
地域包括支援センター ☎42・1201
赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321
地域活動支援センター ☎48・1615

ＦＡＸでの問い合わせ　市役所（代表）43・6892

くらしのカレンダー掲載の事業は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため「中止・延期」となる場合があります。

ま うち ごの き

問 い 合 わ せ 先

包括

包括

市役所(代表)　 ☎43・3201
総合福祉会館　☎42・1397
農業委員会　　☎43・6845
市民対話課　　☎43・6818農

農

34

内蔵助大ファンの
フランス人

フランス人モズロベールの書
（花岳寺蔵）

忠
　
　
　

臣
蔵
は
日
本
人
だ
け
が
愛
し
た

　
　
　

物
語
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、

今
回
は
大
石
内
蔵
助
に
心
を
奪
わ
れ
た

外
国
人
の
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
か
ら
１
４
４
年
前
、
明
治
９
年
の

夏
の
こ
と
で
し
た
。
書
生
を
連
れ
た
フ

ラ
ン
ス
人
が
花
岳
寺
に
突
然
や
っ
て
来

て
、
当
時
の
住
職
で
あ
っ
た
21
世
仙せ
ん
け
い珪

和お
し
ょ
う尚

に
名
刺
を
差
し
出
し
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
神
奈
川
県
裁
判
所
雇や
と
いモ
ズ
ロ
ベ

ー
ル
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
彼
は
こ
う
切
り
出
し
ま
し

た
。
「
私
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
す
。
お
寺

に
あ
り
ま
す
宝
物
を
見
せ
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
？
」
こ
れ
を
聞
い
た
仙
珪
和

尚
は
、「
宝
物
は
平
常
時
に
は
お
見
せ
し

て
い
な
い
の
で
お
断
り
い
た
し
ま
す
」

と
答
え
ま
し
た
。

　

す
る
と
モ
ズ
ロ
ベ
ー
ル
氏
は
、「
私
は

遠
く
離
れ
た
外
国
か
ら
こ
の
日
本
に
来

て
、
神
奈
川
県
の
裁
判
所
で
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
土
日
の
休
暇
を

利
用
し
て
赤
穂
へ
参
り
、
大
石
様
の
遺

跡
、
遺
物
な
ど
を
拝
見
し
た
く
て
こ
ち

ら
に
参
り
ま
し
た
。
私
は
大
石
様
が
世

界
無
比
の
忠
臣
義
士
で
あ
る
こ
と
を
大

変
お
慕し
た

い
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
私

の
心
を
お
汲く

み
取
り
い
た
だ
き
拝
見
願

え
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
っ
て
懇
願
し
ま

し
た
。

　

仙
珪
和
尚
は
、
初
め
て
見
る
外
国
人

に
対
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
い
の
か
わ

か
ら
ず
、
再
度
断
り
ま
し
た
。
断
り
を

聞
い
た
モ
ズ
ロ
ベ
ー
ル
氏
は
、「
も
し
許

し
て
い
た
だ
け
な
い
の
な
ら
、
飾
磨
県

庁
に
お
願
い
し
て
、
添
書
を
も
ら
っ
て

き
て
で
も
拝
見
し
た
い
。
私
は
遊
び
で

こ
の
地
に
来
た
の
で
は
な
く
、
大
石
様

の
遺
物
を
拝
見
す
る
た
め
だ
け
に
来
ま

し
た
。
県
庁
の
添
書
を
も
ら
っ
て
き
て

拝
見
が
叶
う
と
き
は
、
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」
と
三
度
目
の

お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
仙
珪
和
尚
も
い
よ
い
よ
許

し
て
、
彼
を
書
院
に
通
し
て
内
蔵
助
の

遺
物
を
見
せ
ま
し
た
。
器
や
手
紙
な
ど
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
見
る
た
び
に
涙
を
流

し
な
が
ら
感
動
す
る
モ
ズ
ロ
ベ
ー
ル

氏
。
ひ
と
と
お
り
見
終
わ
っ
た
後
、
仙

珪
和
尚
が
お
茶
を
出
し
て
感
想
を
聞
き

ま
し
た
。
彼
が
、「
世
界
中
に
り
っ
ぱ
な

人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
大
石
様
の

よ
う
な
忠
臣
豪ご
う
け
つ傑

は
天
地
始
ま
っ
て
以

来
、
大
石
様
一
人
で
す
。
ま
た
天
地
が

消
滅
す
る
と
き
に
な
っ
て
も
、
大
石
様

の
よ
う
な
人
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
私
は
大
石
様
が
持
っ
て
い
た
品

を
何
か
ほ
し
い
と
思
っ
て
、
手
に
入
れ

た
半
は
ん
し
ょ
う

鐘
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
言

う
と
、
仙
珪
和
尚
は
、「
相
手
の
こ
と
を

誉
め
る
の
は
礼
儀
で
す
が
、
あ
ま
り
誉

め
す
ぎ
る
の
も
礼
儀
に
反
し
ま
す
。
あ

な
た
の
国
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
は
豪
傑
に

し
て
世
界
無
比
の
人
で
し
ょ
う
。
忠
臣

豪
傑
は
何
も
大
石
氏
だ
け
で
は
あ
り
ま

す
ま
い
？
」
と
フ
ラ
ン
ス
が
生
ん
だ
英

雄
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
引
き
合
い
に
出
し
て

問
い
返
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
モ
ズ
ロ
ベ
ー
ル
氏
は
笑
い

な
が
ら
「
和
尚
の
申
さ
れ
る
そ
の
人
は
、

忠
臣
で
も
豪
傑
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
豪

傑
と
い
い
ま
す
の
は
、
智
・
仁
・
勇
の

３
つ
が
そ
ろ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
の
さ
れ
た
こ
と
は
、

相
場
師
と
同
じ
こ
と
で
、
当
た
る
と
成
功

し
、
当
た
ら
ぬ
時
は
失
敗
し
て
命
を
落
と

し
ま
す
。
大
石
様
は
四
十
七
人
の
一
人
も

討
死
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
事
を
成
し
遂
げ

た
智
・
仁
・
勇
を
備
え
た
豪
傑
で
あ
り
、

な
お
か
つ
無
私
無
欲
の
人
で
す
。
大
石
様

は
ま
さ
に
神
と
い
え
ま
す
」
と
内
蔵
助
の

こ
と
を
称
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
人
の
会
話
が
佳か
き
ょ
う境
に
入
る

こ
ろ
、
モ
ズ
ロ
ベ
ー
ル
氏
は
仙
珪
和
尚
に

紙
と
筆
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
、

即
席
の
歌
を
書
き
ま
し
た
。

　

「
大
石
を
お
も
へ
ば
わ
が
国
ナ
ポ
レ
ヲ

ン
の　

名
ま
で
も
か
げ
に
く
も
る
か
な　

佛
国
人　

茂
津
」
と
。

（
以
上
花
岳
寺
文
書
に
よ
り
意
訳
）

　

自
分
の
名
前
を
漢
字
で
「
茂
津
」
と
書
く

く
ら
い
日
本
人
ら
し
い
フ
ラ
ン
ス
人
だ
っ

た
モ
ズ
ロ
ベ
ー
ル
氏
。
内
蔵
助
の
大
フ
ァ

ン
だ
っ
た
彼
の
書
は
、
今
で
も
花
岳
寺
の

大
床
の
間
に
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
花
岳
寺
総
代　

矢
野
英
樹
）

花岳寺21世仙珪和尚
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◆表紙の説明◆
　市内各中学校では、新型コロナウイルス感染症対策とし
て規模を縮小し、体育発表会が開催されました。
　みんなでつないだバトンは輝かしい未来につながってい
きます。　　　　　　　　　　　　　（９/16　赤穂中学校）

▪ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

▪ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観光
案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所にも
設置していますのでご利用ください。

▪ 次回の回覧広報あこうは10月23日（金）、
　広報あこうは11月10日（火）発行予定です。
▪広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

　暑い暑いと言っていたの
が嘘のように涼しくなりま
した。皆さん体調を崩され
たりしていないでしょうか。
亀はもともと季節の変化に
弱く、こういう時期は必ず
と言っていいほど風邪をひ
いていましたが、今年はま
だ何とか持ちこたえていま
す。少しでも体調が悪いと
感じたときは無理せず早め
に休養しましょう。
　 さて、秋 です。秋とい
えばいろいろな秋がありま
す。「スポーツの秋」、「食欲
の秋」、「芸術の秋」、「読書の

秋」、皆さんはどんな秋を思
い浮かべられるでしょうか。
　亀はもともと読書が趣味。
広報の図書館ページの新刊
紹介を毎月楽しみにしてい
ます。本を読むのは好きで
すが、早く読むのは苦手。
貸出期限内に読み切れませ
ん。なので好きな作家の本
が出ると図書館で借りるの
ではなく、とりあえず買っ
てしまいます。この間本棚
を見ると、30冊を超える未
読の本が…この秋は何とか
時間を作って「読書の秋」に
したいと思います。　　 亀

▪編集後記▪

各コンテンツの視聴に関して 　
　Facebook・YouTube・Aurasma（AR 動画）・マチイロは無料でダウンロード・利用できますが、ダウンロードおよび視聴にかかる通信料は自己
負担です。利用する端末の契約内容によっては高額となる場合がありますので、ご注意ください。

広報あこうがスマホで見られます。

https://machiiro.town/lp/hyogo_ako

一口メモ

材　料

つなし寿司赤穂の郷土料理

すくすく育て！わが家のホープすくすく育て！わが家のホープ

令和元年10月２日生まれ

根
ね ぎ

木　結
ゆ づ き

月ちゃん

作り方

▲

父・大樹さん　母・和代さん 父・達也さん　母・有花さん

平成31年４月21日生まれ

矢
や べ

部　若
わ か な

菜ちゃん

平成31年４月21日生まれ

矢
や べ

部　結
ゆ い な

菜 ちゃん
浜市

つなし・・・・15 尾
（8 センチくらいのもの）
つなしの漬け液　
　酢・・・・・３カップ
　砂糖・・・・大さじ５
　塩・・・・・小さじ１

① つなしは背開きにし、背骨、内臓を取り除き、しっ
かり塩をして1日おく。特に頭の中は塩を多めに。

② 水で洗って塩をおとし、水分をふきとってから、つ
なしの漬け液に1日ほど漬ける。身が白くなったら、
取り出し、汁気をきる。

③米は硬めに炊き、すし酢で味付けして手早く冷ます。
④ すし飯をにぎり、つなしの頭の方から詰めて形を整

える。すし桶に並べて詰め、上にふた又はハラン等
を敷き、軽く重石をする。

⑤１日以上おくと味がなじんでおいしくなる。

加里屋中洲

　地元の人は、赤穂の『なれ寿司』と言って好ん
で食べていました。秋祭りが近づくと何日も前
からたくさんの魚（つなし）を準備して、なれ寿
司を作り、お客様をもてなしていました。

米・・・・・３合
すし酢
　酢・・・・大さじ４
　砂糖・・・大さじ４
　塩・・・・大さじ１弱


